国際関係コース海外研修制度における受講時間調整の目安表
　下表は、国際関係コース生が海外研修を実施した場合の「海外での純受講時間数」と「本学での認定可能単位数」の関係性を示した目安表である。
　■表の見方の例：　①合計25時間の授業を海外の大学等で受講した場合　→　2単位認定
　　　　　　　　　　②合計48時間の授業を海外の大学等で受講した場合　→　4単位認定

　　　　　　　　　　③合計70時間の授業を海外の大学等で受講した場合　→　6単位認定

【目安表】　　　　　　　　　　　　　　


　　


　　　
	表の見方の例
	
	
	①
	②
	③
	

	海外での純受講時間数
	0時間～22時間
	23時間～45時間
	46時間～67時間
	68時間～90時間
	91時間～

	1.33･･･を乗じた時間数
	30時間未満
	60時間未満
	90時間未満
	120時間未満
	120時間～

	本学での認定可能単位数
	0単位
	2単位
	4単位
	6単位
	8単位～


ただし、上表は、分単位の端数などを省略した、あくまでもおおまかな目安を示したものであり、けっして厳密なものではない。海外での純受講時間数から厳密な認定可能単位数を算出するためには、あくまで以下の数式を用いなければならない。
海外での純受講時間数　×　（４÷３）　÷　１５時間　＝　本学での認定可能単位数

また、単位認定は、2単位や4単位といった偶数単位でのみ行われ、1単位や3単位といった奇数単位の認定はなされない。
なお、不明な点は教学部教学担当窓口まで問い合わせをされたい。
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